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みんなの"アソビバ＂

子ども会！

問市子ども会育成連合会事務局（生涯学習課内）　☎ 029‐298‐1111

　

子
ど
も
会
は
、
ず
ば
り
「
み
ん
な
の″
ア
ソ
ビ
バ
〟（
遊
び
場
）」
！

つ
ま
り
、
遊
ぶ
た
め
の
集
ま
り
で
す
。
楽
し
く
遊
び
な
が
ら
、
そ
の
活

動
を
通
し
て
た
く
ま
し
く
成
長
す
る
場
、
そ
れ
が
子
ど
も
会
で
す
。

　
「
子
ど
も
会
じ
ゃ
な
く
て
も
、
友
達
と
遊
べ
る
よ
！
」
と
い
う
声
も

聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
ね
…
…
。
し
か
し
、
子
ど
も
会
の
「
遊
び
」
に

は
、
特
別
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
会
の
「
遊
び
」
は
、

キ
ャ
ン
プ
や
遠
足
な
ど
の
野
外

活
動
、
も
の
づ
く
り
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
の
体
験
活
動
で

す
。
小
学
生
を
中
心
に
、
時
に

は
中
学
生
や
高
校
生
、
幼
児
も

含
め
た
子
ど
も
会
と
い
う
集

団
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が″
主

体
〟と
な
っ
て
活
動
し
ま
す
。

　

子
ど
も
会
は
「
小
さ
な
社
会

集
団
」。
異
な
る
年
齢
、
異
な

る
個
性
の
み
ん
な
が
集
ま
っ
て

一
緒
に
遊
び
、交
流
す
る
中
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や

自
立
心
、
協
調
性
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
な
ど
を
育
み
、
た
く
ま

し
く
成
長
し
て
い
く
。
未
来
の

″
ひ
と
づ
く
り
〟、
そ
れ
が
子

ど
も
会
の
役
割
で
す
。　

　市内には、小学校区ごとに子ども会があり、およそ30の子ども会がさまざまな活動をしています。
「子どもの頃に入っていたっけ。楽しかったなあ。」と、大人には懐かしい思い出ですね。
　昔から、当たり前のように身近にある子ども会。しかし、その意味や目的は、意外と知られてい
ないかもしれません。「子ども会って、なにをするところ？なんのために活動しているの？」そん
な疑問にお答えするため、子ども会について徹底解説します！

子
ど
も
会
っ
て
、
な
ん
だ
！？

集
団
活
動
を
通
し
た″
ひ
と
づ
く
り
〟主体性自立心 チャレンジ精神

協調性想像力 規範意識 責任感他者と協働する能力

社会で求められる能力

コミュニケーション能力
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「
よ
し
、
今
年
の
夏
は
、
子
ど
も
会

で
キ
ャ
ン
プ
を
や
ろ
う
！
」
と
思
い

立
っ
て
も
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
は
実

現
は
難
し
い
で
す
ね
。
そ
ん
な
と
き
に

計
画
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
く
れ
る
の

が
、保
護
者
を
中
心
に
構
成
さ
れ
る「
子

ど
も
会
育
成
会
」
で
す
。
子
ど
も
会
の

活
動
に
一
緒
に
参
加
し
て
く
れ
る
大
人

の
皆
さ
ん
は
、
子
ど
も
た
ち
の
自
主
性

を
尊
重
し
な
が
ら
、
ア
ド
バ
イ
ス
や
手

助
け
を
通
し
て
成
長
を
見
守
っ
て
く
れ

る
、と
て
も
大
切
な
サ
ポ
ー
タ
ー
で
す
。

　

今
回
は
、
そ
ん
な
サ
ポ
ー
タ
ー
の
ひ

と
り
、
横
堀
小
学
区
の
堤
子
ど
も
会
育

成
会
長
で
、
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
会

の
会
長
で
も
あ
る
宮
本
幸
太
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

ＩＮＴＥＲＶＩＥＷ
◀市子ども会育成連合会会長
　宮本幸太さん

子
ど
も
会
育
成
会
は
子
ど
も

会
の
頼
れ
る
サ
ポ
ー
タ
ー
！

―
―
堤
子
ど
も
会
と
育
成
会
で
は
、

ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か
。

　

私
た
ち
の
子
ど
も
会
で
は
、新
入
生
・

卒
業
生
の
歓
送
迎
会
、
夏
祭
り
や
ク
リ

ス
マ
ス
、
遠
足
な
ど
、
季
節
ご
と
に
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
を
行
っ
て
い
ま

す
。
で
も
、
た
だ
楽
し
い
だ
け
で
は
な

い
ん
で
す
よ
。例
え
ば
廃
品
回
収
な
ら
、

資
源
を
集
め
る
そ
の
先
に
ど
う
い
う
目

的
が
あ
る
の
か
、
な
ん
の
た
め
に
活
動

す
る
の
か
、
そ
う
い
う
こ
と
を
し
っ
か

り
子
ど
も
た
ち
に
説
明
し
て
、
一
緒
に

考
え
な
が
ら
活
動
す
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。身
近
な
地
域
活
動
を
通
し
て「
社

会
の
仕
組
み
」
を
学
ぶ
、
そ
こ
に
子
ど

も
会
活
動
の
意
味
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。

―
―
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
も
大
変
だ
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

昨
年
は
、
感
染
症
対
策
を
し
な
が
ら

行
事
を
実
施
で
き
た
の
で
、
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
を
た
く
さ
ん
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
夏
祭
り
や
ク
リ
ス
マ
ス
会

な
ど
久
し
ぶ
り
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
子
ど

も
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
保
護
者
の
皆
さ
ん

も
い
い
気
分
転
換
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
高
学
年
の
子
が
小
さ

い
子
に
リ
ー
ス
作
り
を
教
え
て
い
る
姿

は
、と
て
も
微
笑
ま
し
か
っ
た
で
す
ね
。

―
―
子
ど
も
会
の
活
動
を
通
し
て
、

感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　

子
ど
も
と
保
護
者
、
と
も
に
交
友
関

係
が
広
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
運
動
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の

学
校
活
動
で
も
見
知
っ
た
顔
が
多
い
の

で
、
私
自
身
、
安
心
し
て
参
加
で
き
ま

す
（
笑
）。
私
の
子
ど
も
も
ほ
か
の
学

年
の
子
と
交
流
す
る
機
会
が
多
い
よ
う

で
、
家
庭
で
い
ろ
い
ろ
な
お
友
達
の
話

が
出
ま
す
よ
。
そ
う
や
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
身
に
付
い
て
い
く

ん
だ
な
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
子
ど
も
の
頃
、
引
越
し
を
機
に

子
ど
も
会
活
動
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
た

の
で
、
多
様
な
人
間
関
係
を
築
く
機
会

と
し
て
、
年
齢
を
問
わ
ず
地
域
全
体
で

活
動
す
る
こ
と
は
、
子
ど
も
の
成
長
に

も
大
切
な
こ
と
だ
な
と
、
余
計
に
感
じ

ま
す
ね
。

―
―
最
後
に
、
会
長
と
し
て
の
意
気
込

み
を
ひ
と
こ
と
お
願
い
し
ま
す
！

　

い
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
が
あ
り
、
各
地
域
の
子
ど
も

会
も
思
う
よ
う
に
活
動
で
き
て
い
な
い

状
況
だ
と
思
い
ま
す
。
な
か
な
か
今
ま

で
と
同
じ
よ
う
に
と
は
い
き
ま
せ
ん

が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、
以
前
に

近
い
形
、
あ
る
い
は
新
た
な
方
法
で
行

事
を
実
施
で
き
な
い
か
役
員
を
は
じ
め

育
成
会
の
皆
さ
ん
と
模
索
し
、
子
ど
も

た
ち
の
〝
ア
ソ
ビ
バ
〟
で
あ
り
続
け
ら

れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

子ども会に入ろう！

　興味のあるかたは、
各子ども会会長または
生涯学習課に気軽にご
連絡ください。

６月 27 日号3
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�
県
内
医
療
機
関
な
ど
の
場
合

　

受
診
す
る
際
に
、
健
康
保
険
証
と
受
給
者

証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
支
払
い
額
は
マ

ル
福
の
自
己
負
担
額
の
み
で
す
。

�
県
外
医
療
機
関
な
ど
の
場
合

　

受
診
す
る
際
に
、
健
康
保
険
証
を
提
示

し
、
健
康
保
険
の
自
己
負
担
額
を
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。

　

後
日
、
領
収
書
、
印
章
（
認
印
で
可
）
、
振

込
先
の
分
か
る
も
の
を
担
当
窓
口
ま
で
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
マ
ル
福
の
自
己
負
担
額
を
超

え
た
差
額
を
精
算
し
ま
す
。

マル福制度
　県では、高校３年生までのお子さんやひとり親家
庭のかた、妊産婦のかた、障がいをお持ちのかたを
対象に、健康保険適用分の医療費のうち、自己負担
額を超えた分を助成しています。

※�定期健診や予防接種、入院時の食事代や部屋代などの
健康保険適用外の費用については助成の対象外です。

医療福祉費支給制度

国民健康保険や社会保険などの健康保険に加入していて、次に該当するかた区分と対象者

※ �65 歳以上 75 歳未満のかたは、
後期高齢者医療制度の被保険者
に限ります。

小児マル福

出生日から18歳までのお子さん

※18歳到達後最初の３月31日まで
※�就職・進学・婚姻の有無は問い
ません。

重度心身障がい者マル福

次のいずれかに該当するかた

◦�身体障害者手帳１・２級
　または、３級の内部機能障がい
◦療育手帳ⒶまたはＡ
◦�身体障害者手帳３級かつ
　療育手帳Ｂ
◦�障害年金１級
◦特別児童扶養手当１級
◦精神障害者保健福祉手帳１級

ひとり親家庭マル福（母子・父子）

18 歳未満のお子さんを監護または
養育している配偶者のないかた、お
よびそのお子さん

高校生の外来も助成対象です！

使
用
方
法

自
己
負
担
額

�
外
来
の
場
合
（
月
２
回
ま
で
）

１
医
療
機
関
ご
と
に
１
回
６
０
０
円

�
入
院
の
場
合
（
限
度
額
　
月
３
千
円
）

１
医
療
機
関
ご
と
に
１
日
３
０
０
円

※�

重
度
心
身
障
が
い
者
マ
ル
福
の
み
、
外
来
・

入
院
と
も
に
無
料
で
す
。

※�

小
児
マ
ル
福
お
よ
び
重
度
心
身
障
が
い
者
マ

ル
福
の
み
、
保
険
適
用
に
な
っ
た
治
療
用
装

具
な
ど
の
自
己
負
担
額
を
助
成
し
ま
す
。
助

成
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

※�

調
剤
薬
局
で
は
自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
健
康
保
険
適
用
外
の
費
用
は
除
く
）

※
３
回
目
か
ら
は
無
料

妊娠の届出をした月の初日から出産
した月の翌月末日までのかた

妊産婦マル福
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所得制限基準表所得制限基準表

　対象者や配偶者、対象者の扶養
義務者の所得額が左記の基準額を
超える場合は、受給できません。

�所得判定年度切替日　７月１日

扶養親族数 本人 配偶者・扶養義務者

０人 5,129 千円 6,287 千円

１人 5,509 千円 6,536 千円

２人 5,889 千円 6,749 千円

３人以上 扶養人数１人追加ごとに
38万円加算

扶養人数１人追加ごとに
21万3千円加算

重度心身障がい者マル福

重
度
心
身
障
が
い
者
マ
ル
福

問
社
会
福
祉
課
障
が
い
者
支
援
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

　父または母の所得額が左記の基
準額を超える場合は、受給できま
せん。また、対象者の生計維持
者が父または母以外の基準額は
1,000 万円になります。

�所得判定年度切替日　７月１日

扶養親族数と基準額
うち、老人控除対象配偶者または老人扶養親族数

１人 ２人 ３人

０人 3,016 千円 ― ― ―

１人 3,396 千円 3,496 千円 ― ―

２人 3,776 千円 3,876 千円 3,976 千円 ―

３人 4,156 千円 4,256 千円 4,356 千円 4,456 千円

４人以上 扶養人数 1人追加ごとに 38万円加算

ひとり親家庭マル福　（母子・父子）

　左記の県制度基準額を超過した
かたは、市単独制度で助成します。
　自己負担額などの助成内容は県
制度と同様です。

※�小児マル福のみ、受給者証の枚数
や色が異なります。

◦妊産婦マル福� … 対象者と配偶者の所得額
◦小児マル福� …… 父または母の所得額

※�主として対象者の生計を維持しているかたが左記以外
のかたの場合、基準額は 1,000 万円です。

妊産婦マル福・小児マル福　（県制度基準額）

扶養親族数と基準額
うち、老人控除対象配偶者または老人扶養親族数

１人 ２人 ３人

０人 6,220 千円 ― ― ―

１人 6,600 千円 6,660 千円 ― ―

２人 6,980 千円 7,040 千円 7,100 千円 ―

３人 7,360 千円 7,420 千円 7,480 千円 7,540 千円

４人以上 扶養人数１人追加ごとに 38万円加算

問��

健
康
推
進
課
母
子
保
健
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
７
０
‐
８
０
７
１

　

次
の
も
の
を
持
参
し
、
担
当
窓
口
で
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
該
当
者
に
受
給
者

証
を
発
行
し
ま
す
。

⃝

印
章
（
認
印
で
可
）

⃝

対
象
者
の
健
康
保
険
証

⃝

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
確
認
書
類

　

�（�

対
象
者
、
配
偶
者
、
扶
養
義
務
者
の
も
の
）

⃝
�

本
人
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
持
参
し
た
場
合
は
不
要
）

※�

転
入
な
ど
で
所
得
が
確
認
で
き
な
い
か
た
は
、

別
途
書
類
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⃝
�

身
体
障
害
者
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
、
療
育
手
帳
、
障
害
年
金
証
書
、

特
別
児
童
扶
養
手
当
証
書
な
ど
該
当
す
る

も
の
の
手
帳
ま
た
は
証
書

重
度
心
身
障
が
い
者
マ
ル
福　

の
み

⃝

母
子
健
康
手
帳
、
妊
娠
届
出
書
の
写
し

小
児
マ
ル
福

ひ
と
り
親
家
庭
マ
ル
福

問�

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

妊
産
婦
マ
ル
福

手
続
き

担
当
窓
口

妊
産
婦
マ
ル
福　

の
み

　給与所得または公的年金などに係る雑所得を有するかたは、定額控除が 18万円、それ以外のかたは 8万円になります。
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まっくろいたちのレストラン
島本理生／作　平岡 瞳／絵　瀧井 朝世／編　
岩崎書店／出版

　主人公は自分の持つするどいキバがこわがら
れることを恐れている “ いたち ”。森の中でレ
ストランを開いてもなお、来客にはキバを見せ
ないようにしていました。そんなある時、うさ
ぎのおじょうさまと出会います。キバを見せな
いようにする彼に対し、彼女はこう言いまし
た。『コックさんがいじわるだったら、きらい
になるかもしれないです。でも、あったばかり
では、おもいません。（原文から引用）』
　やさしくまっすぐなうさぎの言葉と、その言
葉に心動かされたいたちの勇気ある行動に心を
打たれます。いたちの気持ち
を表すような雰囲気の絵も素
晴らしく、最後の景色が印象
深く残りました。つめたい氷
をやさしく溶かす、春の日差
しのような、あたたかさが心
に残るお話です。

重力波発見の物語
荒舩良孝／著　ごみたこずえ／絵　技術評論社／出版

　重力波とは、1915 年にアルバート・アイン
シュタインが完成させた一般相対性理論から導
かれる、時空のゆがみが波のように伝わってい
く現象です。しかしその現象について、当のア
インシュタイン自身も直接観測には否定的でし
た。「理論的に予言ができても、観測によって
その存在を証明することは不可能」と考えられ
ていたのです。
　この本は、そんな重力波という思想がどのよ
うに生まれ、なぜ「直接観測は不可能」と思われ
たのか、そして直接観測に至るまでの経緯から
今後の展望までもが描かれて
います。難しいテーマではあ
りますが、エピソードごとに
短く区切られた構成と、やさ
しいイラストが添えられてい
ることにより、読み進めやす
い一冊となっています。

　館内にある「司書のおすすめコーナー」をご存じですか？
　時事を考慮しながら、さまざまな視点で皆さんにおすすめしたい本を取り上げ
ています。
　月ごとや季節ごとに、「司書のおすすめコーナー」の内容が変わりますので、
来館する際はちょっと足を止めて、ラインナップを楽しんでいただければと思い
ます。

▪司書のおすすめコーナーを楽しんでください

　市立図書館は、子どもから大人まで、すべての人の「知りたい」「学びたい」
を支援しています。新しい本や情報と出会う架け橋となるようさまざまなジャ
ンルの資料を収集していますので、気軽にお立ち寄りください。

市立図書館の楽しみ方

い ろ い ろ

問  市立図書館　☎ 029‐352‐1177
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那珂市ＰＲ大使選手紹介

（たかい　かずま）（たかい　かずま）

背番号１１背番号１１

（あんどう　みずき）（あんどう　みずき）

背番号９背番号９

（そねだ　ゆたか）（そねだ　ゆたか）

背番号７背番号７

曽根田　穣曽根田　穣 土肥　航大土肥　航大

安藤　瑞季安藤　瑞季高井　和馬高井　和馬

（どひ　こうだい）（どひ　こうだい）

背番号２２背番号２２

水戸ホーリーホック

那珂市ＰＲ大使決定

ホームタウンの市町村でドラフト会議を行い
PRリーダーを選任

那珂市はドラフト１位で高井選手を獲得しました

水戸ホーリーホックで他の選手を選任

那珂市 PR大使決定！！
左の４人の選手に PR大使として那珂市の魅力を

発信していただきます。

ＰＲ大使選任の流れ

「
那
珂
市
の
日
」の
イ
ベ
ン
ト

に
つ
い
て
は
、
11
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
る
よ
。

ＰＲ大使の目的

◦地方創生＆地域活性化
　水戸ホーリーホックでプレーするために日本全国
から集まってきたプロサッカー選手が、ホームタウ
ンのみなさんと交流しながら、地域の課題解決に取
り組むと同時に、茨城の魅力や素晴らしさを日本全
国へ向けて発信することで、各市町村の価値向上を
目指します。

◦ホームタウンとの相互関係の連携強化
　ホームタウンと、1 つ 1 つ真摯に向き合い、地域
ごとの環境や条件、ニーズに適した柔軟な対応をす
ることで、水戸ホーリーホックとホームタウンの関
係性を構築し、相乗効果を生み出せる「真のパート
ナー」となることを目指します。

©MITOHOLLYHOCK©MITOHOLLYHOCK

©MITOHOLLYHOCK©MITOHOLLYHOCK ©MITOHOLLYHOCK©MITOHOLLYHOCK

©MITOHOLLYHOCK©MITOHOLLYHOCK

Ｐ
Ｒ
リ
ー
ダ
ー

（たかい　かずま）（たかい　かずま）

背番号１１背番号１１

高井　和馬高井　和馬
（あんどう　みずき）（あんどう　みずき）

背番号９背番号９

安藤　瑞季安藤　瑞季

曽根田　穣曽根田　穣 土肥　航大土肥　航大
（どひ　こうだい）（どひ　こうだい）

背番号２２背番号２２

（そねだ　ゆたか）（そねだ　ゆたか）

背番号７背番号７

問スポーツ推進室　　☎ 029‐297‐0077

MF

MF

FW

MF
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加

す
る
際
の
注
意
事
項

◆�

広
報
紙
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
事

業
・
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
感

染
症
対
策
の
た
め
、
中
止
ま
た
は

延
期
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

最
新
の
情
報
は
、
各
記
事
の
問
合

せ
先
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

◆�

イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
参
加
さ
れ
る
際

は
、主
催
者
な
ど
の
指
示
に
従
い
、

感
染
症
対
策
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆�

新
し
い
生
活
様
式
を
意
識
し
、
咳

エ
チ
ケ
ッ
ト
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
し
ら
せ

コ
ー
ナ
ー

相
談

休日当番医

０１２０‐
２７１７１９

障
が
い
者
の
暮
ら
し
の
相
談

相
談
日
▼

◦
視
覚
障
が
い
の
あ
る
か
た

　

８
月
１
日
㈪

◦
身
体
障
が
い
の
あ
る
か
た

　

８
月
８
日
㈪

◦
知
的
障
が
い
の
あ
る
か
た

　

８
月
22
日
㈪

時
間
▼
①
午
前
９
時
～
10
時

②
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

※
相
談
は
１
人
１
時
間
（
原
則
）

場
所
▼
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま

り　

対
象
者
▼
障
が
い
の
あ
る
か
た
、ま

た
は
そ
の
家
族　

相
談
内
容
▼
障
が
い
の

あ
る
か
た
な
ど
の
日
常
生
活
・
家
族
関
係
・

人
間
関
係
の
悩
み
、
生
活
の
工
夫
な
ど
に

つ
い
て　

相
談
員
▼
身
体
障
が
い
者
相
談

員
、
知
的
障
が
い
者
相
談
員
、市
社
会
福

祉
協
議
会
職
員　

費
用
▼
無
料　

申
込
方
法
▼
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

申
込
期
限
▼
相
談
日
の
７
日
前

�申
問
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
２
９
‐
２
２
９
‐
０
３
０
９

FAX
０
２
９
‐
２
９
６
‐
１
０
０
２�

く
ら
し

不
妊
専
門
相
談

日
時
▼

◦
８
月
７
日
㈰
午
後
２
時
～
５
時

◦
８
月
11
日
㈭
午
後
５
時
30
分
～
８
時
30
分

◦
８
月
18
日
㈭
午
後
５
時
30
分
～
８
時
30
分

場
所
▼
県
三
の
丸
庁
舎
（
水
戸
市
三
の
丸

１
‐
５
‐
38
）　

相
談
員
▼
産
婦
人
科
・
泌
尿

器
科
医
師
、
助
産
師
、
不
妊
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

※
相
談
日
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

費
用
▼
無
料　

申
込
方
法
▼
電
話

※
平
日　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

�

�申
問
県
不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
‐
２
４
１
‐
１
１
３
０

熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
を

防
災
行
政
無
線
で
放
送
し
ま
す

　

熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
と
は
、環
境
省
・

気
象
庁
が
提
供
す
る
暑
さ
へ
の「
気
付
き
」

を
呼
び
か
け
る
た
め
の
情
報
で
す
。

　

市
で
は
、
熱
中
症
の
危
険
性
が
極
め
て

高
い
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
際
に
防
災
行
政

無
線
で
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が
発
表
さ

れ
た
こ
と
を
放
送
し
ま
す
。

　

熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が
発
表
さ
れ
た

際
に
は
、
熱
中
症
対
策
を
普
段
以
上
に
徹

底
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
防
災
課
防
災
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

秋
田
県
横
手
市
と
の
交
流

活
動
費
用
を
補
助
し
ま
す

対
象
▼
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
団
体

◦
団
体
の
所
在
地
お
よ
び
活
動
拠
点
が
市

内
に
あ
る
こ
と

◦
10
人
以
上
で
構
成
さ
れ
、
代
表
者
お
よ

び
構
成
員
の
７
割
以
上
が
市
民
で
あ
る
非

営
利
団
体
で
あ
る
こ
と

◦
市
お
よ
び
そ
の
他
関
係
団
体
か
ら
、
活

動
運
営
に
対
す
る
補
助
金
の
交
付
を
受
け

て
い
な
い
こ
と

※
特
定
の
政
治
活
動
ま
た
は
宗
教
活
動
に

係
る
事
業
、
視
察
の
み
を
目
的
と
す
る
事

業
は
補
助
対
象
外

対
象
経
費
▼
横
手
市
で
の
交
流
活
動
を
行

う
た
め
の
交
通
費
や
宿
泊
費
な
ど

補
助
率
▼
２
分
の
１
以
内

補
助
限
度
額
▼
15
万
円

※
複
数
の
団
体
が
申
請
し
た
場
合
は
、
予

算
の
範
囲
内
で
案
分
し
た
額

申
請
方
法
▼
窓
口
受
付
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル

※
募
集
要
項
お
よ
び
補
助
金
交
付
申
請
書

は
、
市
民
協
働
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
取
得
で
き
ま
す
。

申
請
期
限
▼
７
月
29
日
㈮
午
後
５
時（
必
着
）

�申
問
市
民
協
働
課
市
民
交
流
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

FAX
０
２
９
‐
３
５
２
‐
１
０
２
１

〒
３
１
１
‐
０
１
９
２

福
田
１
８
１
９
‐
５

shim
in-k@

city.naka.lg.jp
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
情
報

保
険
税（
料
）の
減
免
・
傷
病
手
当
金

減
免
に
つ
い
て

対
象
の
保
険
税（
料
）▼
令
和
４
年
４
月
１

日
～
令
和
５
年
３
月
31
日
に
納
期
限
が
設

定
さ
れ
て
い
る
、
令
和
４
年
度
分
の

①
国
民
健
康
保
険
税
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

ま
た
は

②
介
護
保
険
料

対
象
者
▼

①�

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

…
世
帯
の
か
た

②
介
護
保
険

…
第
１
号
被
保
険
者

◦
全
額
免
除　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
り
、
主
た
る
生
計
維
持
者
が
死

亡
し
、ま
た
は
重
篤
な
傷
病
を
負
っ
た
①

②
の
か
た

◦
一
部
免
除　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
主
た
る
生
計
維
持

者
の
次
の
よ
う
な
収
入
減
少
が
見
込
ま
れ

る
①
②
の
か
た

・��

事
業
収
入
、
不
動
産
収
入
、
山
林
収
入
、

給
与
収
入
の
い
ず
れ
か
が
、
前
年
比
で

10
分
の
３
以
上
減
少
し
て
い
る

・��

収
入
減
少
が
見
込
ま
れ
る
所
得
以
外
の

前
年
の
所
得
が
４
０
０
万
円
以
下

�

・���

①
の
み
前
年
の
所
得
の
合
計
額
が

１
千
万
円
以
下

※
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
場
合
は
同
一

世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
も
対
象

傷
病
手
当
金
に
つ
い
て

　

①
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
の
傷
病
手
当
金
の
支
給
対
象
期
間

が
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

支
給
対
象
期
間
▼
令
和
２
年
１
月
１
日
～

令
和
４
年
９
月
30
日

※
入
院
が
継
続
す
る
場
合
は
、
最
長
１
年

６
か
月
ま
で
。

対
象
者
▼
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
被
用
者

◦
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
、

ま
た
は
発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
り
感
染
が

疑
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、療
養
の
た
め
労
務

に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
か
た

◦
労
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

た
日
か
ら
起
算
し
て
３
日
を
経
過
し
た
日

か
ら
、
就
労
を
予
定
し
て
い
た
日
（
支
給

対
象
日
数
）
が
あ
る
こ
と

◦
給
与
な
ど
の
支
払
い
を
受
け
ら
れ
な
い

か
、一
部
減
額
さ
れ
て
支
払
わ
れ
て
い
る

こ
と

※
申
請
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

①�

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

　
医
療
保
険
に
つ
い
て

�申
問
保
険
課
保
険
・
年
金
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

②
介
護
保
険
に
つ
い
て

�申
問
介
護
長
寿
課
介
護
保
険
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

▲�国民健康
保険

後期高齢者
医療保険▼

介
護
長
寿
課
・
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い
ま
す

い
ば
ら
き
シ
ニ
ア
カ
ー
ド

　

協
賛
店
舗
で
カ
ー
ド
を
提

示
す
る
と
、
料
金
割
引
な
ど

の
特
典
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

対
象
者
▼
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
か
た

　
介
護
マ
ー
ク

　

介
護
マ
ー
ク
は
、
介
護
を
す
る
か
た
を

周
囲
に
温
か
く
見
守
っ
て
も
ら
う
こ
と
に

よ
り
、
介
護
を
す
る
か
た
の
精
神
的
負
担

を
軽
く
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
外
出
先

で
ト
イ
レ
に
付
き
添
う
と

き
や
、
周
囲
に
介
護
し
て

い
る
こ
と
を
さ
り
げ
な
く

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
き

に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

対
象
者
▼
介
護
が
必
要
な
高
齢
者
・
障
が

い
者
な
ど
を
介
護
す
る
か
た

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

対
象
者
▼
市
内
在
住
の
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た

◦
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

◦
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
か
た

◦
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
ま
た
は
2
級
を

お
持
ち
の
か
た

内
容
▼
救
急
情
報
用
紙
、

ス
テ
ッ
カ
ー
、
保
管
容
器

※
救
急
情
報
用
紙
に
は
、

緊
急
時
に
迅
速
・
正
確

な
救
急
活
動
を
行
う
た

め
に
必
要
な
情
報
を
記

載
し
ま
す
。

※
救
急
情
報
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、

そ
の
都
度
修
正
し
て
く
だ
さ
い
。

共
通
事
項

申
込
方
法
▼
窓
口
受
付　

持
ち
物
対
象

者
お
よ
び
申
請
者
の
本
人
確
認
が
で
き
る

書
類
（
運
転
免
許
証
、健
康
保
険
証
な
ど
）

※
代
理
申
込
み
の
場
合
は
、代
理
人
の
本
人

確
認
が
で
き
る
書
類
も
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

�申
問
介
護
長
寿
課
高
齢
者
支
援
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

�申
問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

◦
青
燈
会
（
神
崎
・
菅
谷
地
区
）

　

☎
０
２
９
‐
２
９
５
‐
５
２
８
８

◦
ゆ
た
か
園
（
五
台
・
戸
多
・
芳
野
地
区
）

　

☎
０
２
９
‐
２
９
５
‐
１
２
８
７

◦
ナ
ザ
レ
園
（
額
田
・
木
崎
・
瓜
連
地
区
）

　

☎
０
２
９
‐
２
９
６
‐
３
４
０
５

※
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
越
し

の
場
合
は
、事
前
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

那
珂
総
合
公
園
の
愛
称
が

　

４
月
１
日
か
ら

な
か
Ｌ
ｕ
ｃ
ｋｙ
Ｆ
Ｍ
公
園

　

に
な
り
ま
し
た
。
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催
し

使
用
薬
剤
▼
ア
ミ
ス
タ
ー
ア
ク
タ
ラ
Ｓ
Ｃ

注
意
▼
自
動
車
に
薬
剤
が
か
か
っ
た
場
合

は
、
跡
が
残
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

で
き
る
だ
け
早
く
水
洗
い
し
て
く
だ
さ
い
。

※
薬
剤
散
布
は
、
付
近
の
通
行
人
や
車
両

な
ど
に
対
し
て
、
安
全
を
確
認
し
な
が
ら

十
分
注
意
し
て
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
常
陸
農
業
協
同
組
合
ひ
た
ち
な
か
営
農

経
済
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
‐
２
２
９
‐
１
１
２
６

問
農
政
課
農
村
整
備
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

水
稲
病
害
虫
防
除（
空
中
散
布
）

を
実
施
し
ま
す

　

水
稲
の
い
も
ち
病
・
紋
枯
病
・
カ
メ
ム
シ

類
防
除
の
た
め
、４
ｍ
以
下
の
低
空
か
ら
、

水
田
を
対
象
と
し
て
ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
に
よ
る
薬
剤
散
布
を
行
い
ま
す
。　

散
布
日
・
実
施
区
域
▼

◦
８
月
２
日
㈫　

神
崎
（
横
堀
・
堤
・
杉
）、

戸
多
、
芳
野
、
木
崎
各
地
区

◦
８
月
３
日
㈬　

神
崎（
本
米
崎
・
向
山
）、

額
田
、
菅
谷
、
五
台
、
瓜
連
各
地
区

時
間
▼
午
前
４
時
ご
ろ
～
10
時
ご
ろ

※
各
実
施
日
の
前
日
に
防
災
行
政
無
線
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
順
延
す
る
場
合
も

同
様
）

農
業
用
ド
ロ
ー
ン
の

登
録
は
お
済
み
で
す
か

　

航
空
法
に
基
づ
き
、
令
和
４
年
６
月
20

日
か
ら
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
な
ど
１
０
０
ｇ

以
上
の
無
人
航
空
機
の
登
録
が
義
務
化
さ

れ
ま
し
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
国
土
交

通
省
無
人
航
空
機
の
登
録
制
度
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
無
人
航
空
機
登
録
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

☎
０
５
０
‐
３
１
８
１
‐
８
３
７
８

那
珂
研
究
所
見
学
・
体
験
会

未
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
‐
地
上
に
太
陽
を

つ
く
る
研
究
を
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
‐

日
時
▼
７
月
29
日
㈮
午
前
９
時
30
分
～
正
午　

場
所
▼
量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
構
那

珂
研
究
所
（
向
山
８
０
１
‐
１
）

対
象
▼
中
学
生
以
上　

内
容
▼
那
珂
研
究

所
職
員
に
よ
る
講
義
、
見
学
、
真
空
を
利

用
し
た
自
由
落
下
や
空
気
砲
な
ど
の
体
験　

定
員
▼
30
人（
先
着
順
）　

参
加
費
▼
無
料　

申
込
方
法
▼
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル

※
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
来

場
方
法
を
明
示

※
自
家
用
車
で

来
場
さ
れ
る
か

た
は
、
車
種
お

よ
び
ナ
ン
バ
ー

を
明
示

※
Ｅ
メ
ー
ル
で
申
込
み
後
に
事
務
局
か
ら

返
信
が
な
い
場
合
は
、
再
度
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。（
市
役
所
開
庁
日
に
返
信

し
ま
す
）

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
▼
７
月
22
日
㈮

�申
問
那
珂
・
核
融
合
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
事
務
局

（
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
室
内
）

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

city-p@
city.naka.lg.jp

徘
徊
高
齢
者
用
位
置
情
報

（GPS

）端
末
機
を
貸
与
し
ま
す

対
象
者
▼
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
65
歳
以

上
の
徘
徊
の
見
ら
れ
る
高
齢
者
を
介
護
し

て
い
る
家
族　

基
本
料
金
▼
月
額
５
５
０
円

※
位
置
情
報
提
供
料
金
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
検
索
、電
話
問
合
せ
）、
現
場
急
行
料
金

は
別
途
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

※
支
払
い
は
口
座
引
き
落
と
し
に
な
り
ま

す
。

申
込
方
法
▼
窓
口
受
付　

持
ち
物
対
象

者
の
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
（
運
転
免

許
証
、健
康
保
険
証
な
ど
）、
金
融
機
関
の

口
座
番
号
が
分
か
る
も
の
と
そ
の
届
出
印

�申
問
介
護
長
寿
課
高
齢
者
支
援
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

対
象
者
▼
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
ご

遺
族
（
戦
没
者
な
ど
の
妻
、
子
、
兄
弟
姉

妹
、
甥お

い

・
姪め
い

な
ど
）
で
、
令
和
２
年
４
月

１
日
（
基
準
日
）
に
お
い
て
、
特
定
の
要

件
を
満
た
す
か
た
１
人

※
戦
没
者
な
ど
と
の
続
柄
や
生
計
関
係
の

有
無
な
ど
に
よ
り
、
優
先
順
位
が
異
な
り

ま
す
。詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

支
給
内
容
▼
額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の

記
名
国
債　

請
求
方
法
▼
窓
口
受
付　

請
求
期
限
▼
令
和
5
年
３
月
31
日
㈮

※
請
求
期
限
を
過
ぎ
る
と
第
十
一
回
特
別

弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

�申
問
社
会
福
祉
課
生
活
福
祉
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

戦
没
者
な
ど
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

特
別
弔
慰
金
の
請
求
は
お
済

み
で
す
か

　

第
十
一
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限
が

近
づ
い
て
い
ま
す
。
ま
だ
手
続
き
が
お
済

み
で
な
い
場
合
は
、
お
早
め
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
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水戸ホーリーホック「那珂市の日」

2022 年も開催

◆期日　７月 23日㈯（キックオフ　午後６時）
◆場所　ケーズデンキスタジアム水戸
　　　　（水戸市小吹町 2058‐１）

◆対戦相手　大分トリニータ
◆イベント内容　市特産品抽選会、市内店舗出店など

チケット優待販売について

◆対象者　市内に在住・在学・在勤のかた
◆販売席種・優待価格　（先着 1,000 枚限定）
◦メインサイド自由席� 1,500 円

◦バックホーム自由席� 1,000 円

◦ゴール裏ホーム自由席� 500 円

◆販売開始日時　７月９日㈯午後４時
◆購入方法　ホームページ（ＱＲコード）
※Ｊリーグチケットへの登録が必要です。
問スポーツ推進室
☎０２９‐２９７‐００７７
※月曜日休園（祝日の場合翌平日）

介
護
予
防
講
座

健
歩
く
ら
ぶ

　

フ
レ
イ
ル（
心
身
の
機
能
低
下
）予
防
に

関
す
る
知
識
の
向
上
と
実
践
へ
の
取
り
組

み
を
目
的
に
、
無
理
の
な
い
運
動
を
は
じ

め
ま
せ
ん
か
。

※
会
報
誌（
健
康
情
報
）を
お
届
け
し
ま
す
。

対
象
者
▼
全
５
回
参
加
で
き
る
、
神
崎
・

菅
谷
地
区
在
住
の
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の

か
た　

定
員
▼
10
人
程
度
（
先
着
順
）

費
用
▼
無
料　

申
込
方
法
▼
電
話

申
込
期
限
▼
７
月
22
日
㈮

�申
問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
青
燈
会

☎
０
２
９
‐
２
９
５
‐
５
２
８
８

日時（全５回） 場所 内容

①８月２日㈫
10：00～11：50

ふれあいセンター
よこぼり多目的室

体力測定、健康講話、実技
（講師：理学療法士）

②９月６日㈫
10：00～11：00

高齢者福祉センター
多目的室

ウォーキング③ 10月４日㈫
④ 11月１日㈫
10：00～11：00

なかLuckyFM公園
会議室Ⅰ

⑤ 11月29日㈫
10：00～11：50

ふれあいセンター
よこぼり多目的室

体力測定、健康講話、実技
（講師：理学療法士）

市
文
化
財
愛
護
協
会
公
開
研
修
会

久
慈
川
の
河
岸（
仮
題
）

日
時
▼
７
月
15
日
㈮
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所
▼
市
中
央
公
民
館
講
座
室

講
師
▼
髙
村
恵
美
氏（
常
陸
大
宮
市
教
育

委
員
会
）　

定
員
▼
50
人（
先
着
順
）　

参
加
費
▼
無
料　

申
込
方
法
▼
電
話

�申
問
歴
史
民
俗
資
料
館

☎
０
２
９
‐
２
９
７
‐
０
０
８
０

※
月
曜
日
休
館
（
祝
日
の
場
合
翌
平
日
）

受
講
費
▼
１
人
５
０
０
円
（
教
材
費
・
菓

子
代
を
含
む
）　

持
ち
物
▼
ゆ
か
た
、半
巾
帯
、タ
オ
ル
（
２

枚
）、
腰
紐
（
３
本
）

※
ゆ
か
た
セ
ッ
ト
の
貸
し
出
し
が
あ
り
ま

す
。（
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代
１
人
千
円
が
別

途
必
要
）

申
込
方
法
▼
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

※
住
所
、参
加
者
の
氏
名（
親
子
）、電
話
番

号
、学
校
名
、学
年
、ゆ
か
た
の
貸
し
出
し

の
有
無
（
借
り
る
か
た
は
身
長
）
を
明
示

申
込
期
限
▼
７
月
17
日
㈰

�申
問
市
文
化
協
会
百
趣
部
会
・
装
道

大
畠
☎
・
FAX
０
２
９
‐
２
９
５
‐
１
２
１
６

市
文
化
協
会
百
趣
部
会

親
子
で
学
ぶ
き
も
の
の

き
か
た
と
マ
ナ
ー
教
室

　

着
物
の
着
方
と
マ
ナ
ー
（
礼
儀
作
法
）

や
年
中
行
事
な
ど
の
日
本
の
伝
統
文
化
を

親
子
で
楽
し
く
学
び
ま
す
。

期
日
▼
７
月
23
日
、
８
月
６
日
・
27
日
、

９
月
10
日
・
24
日
、
10
月
8
日
・
22
日
、

11
月
12
日
（
す
べ
て
土
曜
日
・
全
８
回
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
11
時
45
分

場
所
▼
市
中
央
公
民
館
和
室
Ⅰ

対
象
者
▼
小
学
生
と
親
ま
た
は
親
族
（
お

子
さ
ん
だ
け
の
参
加
も
可
）
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◆日時　７月30日㈯午前10時～11時30分（荒天中止）
◆場所　ふれあいファーム芳野駐車場（鴻巣 2090）
◆内容　地元野菜などの詰め合せＢＯＸ（予約制）や
　　　　地元の農畜産物などの産品の販売（当日販売）

◆申込方法　申込みフォーム（市ホームページ内）
◆申込期間　７月 22日㈮～ 26日㈫
◆主催　アグリビジネスネットワーク「フェルミエ那珂」
�申問農政課農業振興Ｇ
☎０２９‐２９８‐１１１１

７月のいぃ那珂マルシェ
毎月最終土曜日開催

つ
る
し
び
な
講
座

日
時
・
場
所
（
各
コ
ー
ス
全
９
回
）▼

◦
Ａ
コ
ー
ス
（
初
回
９
月
６
日
）

　

火
曜
日　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　

市
中
央
公
民
館

◦
Ｂ
コ
ー
ス
（
初
回
９
月
６
日
）

　

火
曜
日　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

市
中
央
公
民
館

◦
Ｃ
コ
ー
ス
（
初
回
９
月
６
日
）

　

火
曜
日　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　

総
合
セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー
る

◦
Ｄ
コ
ー
ス
（
初
回
９
月
２
日
）

　

金
曜
日　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
よ
こ
ぼ
り

講
師
▼

◦
Ａ
・
Ｂ
コ
ー
ス　

加
藤
美
知
子
氏
（
ア

メ
リ
カ
ン
キ
ル
ト
協
会
認
定
講
師
）

◦
Ｃ
・
Ｄ
コ
ー
ス　

杉
森
公
枝
氏
（
日
本

手
芸
普
及
協
会
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
指
導
員
）

資
格
▼
市
内
公
共
施
設
な
ど
に
作
品
を
展

示
で
き
る
か
た　

定
員
▼
各
コ
ー
ス
20
人　

受
講
費
▼
新
受
講
生　

５
７
０
０
円

　
　
　
　

再
受
講
生　

４
７
０
０
円

材
料
費
▼
１
回
６
０
０
円
～
１
５
０
０
円

程
度　

持
ち
物
▼
裁
縫
用
具
、
筆
記
用
具　

申
込
方
法
▼
郵
送

※
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
希
望
の
コ
ー
ス
名
を
明
記

申
込
先
▼
〒
３
１
１
‐
０
１
２
２

　
　
　
　

那
珂
市
戸
２
９
２
６

　
　
　
　

軍
司
千
代
子　

行

申
込
期
限
▼
８
月
３
日
㈬
（
消
印
有
効
）

問
那
珂
つ
る
し
び
な
の
会　

軍
司
☎
０
９
０
‐
４
７
５
４
‐
２
７
３
４

小
森
☎
０
９
０
‐
１
２
０
６
‐
５
６
１
１

ゆ
た
か
カ
フ
ェ

日
時
▼
７
月
28
日
㈭
午
後
2
時
～
3
時

場
所
▼
戸
多
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
多
目
的

室　

対
象
者
▼
市
内
在
住
の
か
た

内
容
▼
紙
芝
居
、
認
知
症
や
介
護
に
関
す

る
こ
と
の
情
報
交
換
や
相
談　

定
員
▼
10
人
程
度
（
先
着
順
）

参
加
費
▼
無
料　

申
込
方
法
▼
電
話

�申
問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
た
か
園

☎
０
２
９
‐
２
９
５
‐
１
２
８
７

太
極
拳
朋
友
会

初
心
者
無
料
体
験
講
座

日
時
▼
８
月
～
９
月
の
第
１
・
３
土
曜
日

午
前
10
時
～
正
午　

場
所
▼
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま

り
、
ま
た
は
市
中
央
公
民
館　

対
象
者
▼
市
内
在
住
の
か
た

講
師
▼
本
石
彩
子
氏
（
楊
名
時
八
段
錦
・

太
極
拳
師
範
）　

定
員
▼
５
人
程
度

申
込
方
法
▼
電
話

※
軽
い
運
動
が
で
き
る
服

装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

�申
問
太
極
拳
朋
友
会

渡
邉
☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
６
０
８
０

大
曾
根
☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
３
５
５
３

茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学

夏
休
み
子
ど
も

ア
ン
ネ
ロ
ー
ゼ

　

大
学
教
員
や
学
生
た
ち
と
一
緒
に
さ
ま

ざ
ま
な
遊
び
や
体
験
を
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
▼
８
月
８
日
㈪
～
10
日
㈬
午
前
９
時

30
分
～
午
後
０
時
45
分

場
所
▼
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
キ
ャ
ン
パ

ス
内
（
日
立
市
大
み
か
町
６
‐
11
‐
１
）

対
象
▼
全
日
程
に
参
加
で
き
る
小
学
１
～

３
年
生　

定
員
▼
15
人

費
用
▼
２
５
０
０
円
（
全
日
程
分
）

申
込
方
法
▼
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

申
込
期
間
▼
７
月
13
日
㈬
～
27
日
㈬

※
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

�申
問
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
地
域
・
国
際

交
流
セ
ン
タ
ー
地
域
交
流
課

☎
０
２
９
４
‐
52
‐
３
２
１
５



四
季
の
う
た
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募
集

筑
波
大
学
附
属
病
院

市
民
公
開
講
座

明
日
か
ら
で
き
る
が
ん
予
防

日
時
▼
７
月
31
日
㈰
午
後
２
時
～
４
時

参
加
方
法
▼
オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）

内
容
▼
肺
が
ん
・
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・

乳
が
ん
・
子
宮
頸け

い

が
ん
の
「
が
ん
予
防
」

に
つ
い
て　

費
用
▼
無
料

申
込
方
法
▼
申
込
フ
ォ
ー
ム
（
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
）　

申
込
期
限
▼
７
月
24
日
㈰

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
筑
波
大
学
附
属
病
院
総
合
が
ん
診
療
セ

ン
タ
ー

☎
０
２
９
‐
８
５
３
‐
８
０
９
６

力
団
、
ま
た
は
そ
の
関
係
者
で
な
い
こ
と

◦
介
護
保
険
法
第
78
条
の
２
第
４
項
各
号

お
よ
び
同
法
第
１
１
５
条
の
12
第
２
項
各

号
に
該
当
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と

応
募
期
間
▼
７
月
１
日
㈮
～
８
月
31
日
㈬

※
応
募
要
件
や
提
出
書
類
な
ど
、
詳
細
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�申
問
介
護
長
寿
課
介
護
保
険
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

令
和
５
年
度
整
備
予
定

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
を
公
募

公
募
す
る
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

▼
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
・
介
護

予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

※
１
ユ
ニ
ッ
ト
（
９
床
）

※
整
備
圏
域
指
定
な
し

※
新
設
ま
た
は
既
存
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

の
増
床
に
よ
る

資
格
▼
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
法
人

◦
運
営
事
業
者
（
役
員
な
ど
）
が
那
珂
市

暴
力
団
排
除
条
例
第
２
条
に
規
定
す
る
暴

い
ば
ら
き
県
央
地
域

ロ
ゴ
マ
ー
ク
募
集

　

県
央
地
域
９
市
町
村
（
水
戸
市
、
笠
間

市
、
ひ
た
ち
な
か
市
、
那
珂
市
、
小
美
玉

市
、
茨
城
町
、
大
洗
町
、
城
里
町
、
東
海

村
）
は
、
連
携
中
枢
都
市
圏
ビ
ジ
ョ
ン
に

位
置
付
け
た
事
業
を
協
力
し
て
地
域
の
発

展
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
県
央
地
域
の

魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
、
認
知
度
を
向
上
さ
せ
る

た
め
、
県
央
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
ロ

ゴ
マ
ー
ク
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
方
法
▼
窓
口
受
付
、
郵
送

※
応
募
用
紙
は
、
水
戸
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
取
得
で
き
ま
す
。

応
募
期
限
▼
７
月
29
日
㈮
（
消
印
有
効
）

�申
問
水
戸
市
市
長
公
室
政
策
企
画
課
広
域

行
政
室

☎
０
２
９
‐
２
２
４
‐
１
１
１
１

〒
３
１
０
‐
８
６
１
０

水
戸
市
中
央
１
‐
４
‐
１

藤

岡

み
ち
子

家
跡
に
藤
咲
き
誇
る
濃
紫

浅

野

と
し
子

耳
遠
き
夫ふ
た
り婦
の
会
話
春
炬
燵

雨

宮

文

枝

規
制
解
け
満
車
の
人
出
み
ど
り
の
日

宇
佐
美

和

子

ネ
モ
フ
ィ
ラ
の
丘
に
鳴
る
鐘
風
薫
る

松

井

節

子

桜
咲
く
吉
野
の
山
に
微
睡
ぬ

髙

畠

久
美
子

柿
若
葉
青
き
光
を
放
ち
け
り

小

澤

佐

代

狛
犬
の
口
ゆ
る
び
た
る
花
吹
雪

海

野

美
恵
子

ハ
ナ
ミ
ズ
キ
貨
物
列
車
の
長
き
列

椎

名

操

春は
る
と
も
し灯

雀
の
覗
く
硝
子
窓

か
よ
子

薫
風
や
メ
ン
ズ
専
門
美
容
室

筒

井

那
珂
あ
せ
び
句
会

地
下
足
袋
を
履
き
後
手
に
麦
を
踏
む
父
母
に
会
い
た
し
生
家
の
畑
に

小
野
瀬

壽

降
り
し
き
る
雨
音
は
げ
し
き
夜
に
覚
め
て
喜
代
詩
の
文
庫
歌
集
読
み
た
り

鈴

木

静

子

代
掻
き
の
水
は
り
終
え
た
陸
田
に
蛙
の
合
唱
も
う
始
ま
り
ぬ

海

野

宏

幸

幾い
く
た
び度

も
通
い
し
道
辺
に
山
吹
の
咲
き
お
り
母
の
ふ
る
さ
と
近
し

秀

帆

佐
久
間

巣
籠
り
に
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
落
札
す
米
倉
斉
加
年
サ
イ
ン
入
り
絵
本

系

大

内

背
を
丸
め
歩
く
老
婆
が
自
分
だ
と
近
づ
き
て
知
る
店
の
ウ
イ
ン
ド
ー

兼

子

り

え

勝

代

大

森

杉
の
木
に
蔦
か
ら
ま
り
て
花
の
咲
く
房
の
垂
れ
た
る
藤
の
む
ら
さ
き

と
き
わ
短
歌
会

片
岡
明　

選

（
小
学
五
年
）

松

井

こ
ど
も
の
日
十
一
回
目
の
た
ん
じ
ょ
う
日

愛

子

（
小
学
二
年
）

松

井

右
左
ど
っ
ち
も
は
た
け
に
き
じ
が
い
る

晴

子



14

久
慈
川
水
系
連
合
水
防
訓
練

　

６
月
３
日
、ば
ら
野
学
園
五
台

小
学
校
５
年
生
が
、水
戸
農
業
高

校
で
田
植
え
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

水
戸
農
業
高
校
の
２
年
生
14

人
、
3
年
生
17
人
が
児
童
69
人

に
、
丁
寧
に
田
植
え
の
作
業
を
説

明
し
な
が
ら
体
験
授
業
を
行
い
ま

し
た
。

　

水
戸
農
業
高
校
3
年
の
小
沼
さ

ん
は
「
楽
し
く
田
植
え
が
で
き
る

よ
う
に
心
掛
け
ま
し
た
」
と
、
同

じ
く
3
年
の
安
さ
ん
は
「
同
時
に

3
人
に
教
え
る
の
が
難
し
か
っ

た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

小
学
生
が
高
校
で
田
植
え
体
験

こ
ど
も
図
書
館
ま
つ
り

那
珂
の
端
午
の
節
句
展

まち那珂トピックス

る
読
み
聞
か
せ
と
手
遊
び
や
ダ

ン
ス
を
交
え
て
の
劇
が
行
わ
れ
、

会
場
は
大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、児
童
サ
ー
ビ
ス

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
お
は
な

し
会
や
茨
城
女
子
短
期
大
学
准

教
授
の
小
松
崎
浩
司
先
生
に
よ

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
行

い
、た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
た
２
日

間
と
な
り
ま
し
た
。

　

4
月
23
日
か
ら
5
月
12
日

ま
で
の
こ
ど
も
の
読
書
週
間

に
あ
わ
せ
、
市
立
図
書
館
で

４
月
23
日
、
24
日
に
「
こ
ど

も
図
書
館
ま
つ
り
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

23
日
は
、
絵
本
作
家
の
石

崎
な
お
こ
先
生
に
よ
る
読
み

聞
か
せ
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で

オ
リ
ジ
ナ
ル
パ
フ
ェ
を
作
成

す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

い
、子
ど
も
た
ち
は
折
り
紙

や
シ
ー
ル
を
使
っ
て
、
一
生

懸
命
に
自
分
だ
け
の
作
品
を

作
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

24
日
に
は
、
読
み
聞
か
せ

の
会
「
フ
ァ
ニ
ー
ず
」
に
よ

　

４
月
29
日
～
５
月
15
日
、
歴
史

民
俗
資
料
館
お
よ
び
曲
が
り
屋
で

「
那
珂
の
端
午
の
節
句
展
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

五
月
人
形
や
兜
飾
り
な
ど
の
展

示
を
行
っ
た
ほ
か
、
市
内
で
活

動
す
る
手
芸
グ
ル
ー
プ
の
キ
ル

テ
ィ
ー
工
房
と
那
珂
つ
る
し
び
な

の
会
が
制
作
し
た
、
小
さ
な
鯉
の

ぼ
り
な
ど
か
わ
い
ら
し
い
飾
り
が

来
場
者
を
迎
え
ま
し
た
。

　

来
場
者
か
ら
は

「
色
鮮
や
か
な
飾

り
が
節
句
ら
し
く

華
や
か
で
し
た
」

な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

5
月
29
日
、
那
珂
市
水
防
団
が

東
海
村
石
神
外
宿
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

「
久
慈
川
水
系
連
合
水
防
訓
練
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

洪
水
に
よ
る
水
害
の
未
然
防
止

や
軽
減
を
目
的
と
し
て
、
出
水
期

を
前
に
、
技
術
の
向
上
と
体
制
の

充
実
お
よ
び
住
民
の
水
防
に
対
す

る
理
解
と
協
力
を
深
め
ま
し
た
。

　

訓
練
内
容
は
「
土
の
う
ご
し

ら
え
」「
積
土
の
う
」「
月
の
輪

※
1
」
な
ど
の
工
法
訓
練
お
よ
び

「
照
明
車
※
2
」「
排
水
ポ
ン
プ
車
」

の
取
扱
い
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

那
珂
市
水
防
団
は
、
今
回
の
水

防
訓
練
を
は
じ
め
、
水
害
か
ら
住

民
を
守
る
た
め
日
々
訓
練
を
重
ね

て
い
ま
す
。

※
１�

漏
水
箇
所
周
辺
に
土
の
う
を
月

の
輪
状
に
積
み
上
げ
水
深
を
保

つ
技
術

※
２�

災
害
活
動
が
夜
間
作
業
に
な
っ

た
場
合
、
復
旧
活
動
が
で
き
る

よ
う
に
明
か
り
を
照
ら
す
車
両



Ｇ…グループ 　問… 問い合わせ
�申…申込・申請・応募・届出

…メール

●放射線量【６月分】
　�市内施設での測定値
は、すべて基準値以
下でした。

まちの動き 情報掲示板 ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

那珂市公式ＳＮＳ

twitter
@naka_city

メールマガジン
情報メール一斉配信サービス

配信内容（選択式）

◦ 災害、防災または緊急
◦ 火災
◦ 防犯または不審者
◦ 健康
◦ 子育て
◦ 観光またはイベント
◦ 生活またはくらし
◦ 選挙
◦ その他

SNS でも市からの情報を配信して
います。ぜひご利用ください。

facebook
那珂市

LINE
那珂市役所

今号の表紙

　ばら野学園五台小学校児童が
水戸農業高校で田植え体験をし
た様子です。児童は高校生にた
くさん質問をして、稲作につい
て学びました。

バドミントン社会人大会で県１位

　5月 8日、令和 4年度茨城県春季バドミン
トン大会兼全日本社会人バドミントン選手
権大会県予選会のシングルスで、市職員の海
野悠暉さんが１位の成績を収めました。
　９月開催の全国大会への出場権を得た海
野さんは、同大会でも好成績を目指すとと
もに、那珂市を PRします。

グラウンド・ゴルフ大会で全国３位

　5 月 24 日、第 16 回全国グラウンド・
ゴルフレディス交歓大会（赤グループ）で
全国３位となった中山サツさん（那珂市グ
ラウンド・ゴルフ連盟所属）が先﨑市長を
表敬訪問しました。
　「１位と同打数で３位になったため、次
は１位を目指します」と話してくれました。

なか環境市民会議が褒章を受賞

　5月 26 日、環境保全に係る実践活動に
顕著な功績があると認められ、環境保全茨
城県民会議から褒章を受賞したなか環境市
民会議が先﨑市長を表敬訪問しました。
　なか環境市民会議は平成 26年の発足以
降、那珂市環境基本計画の基本理念に基づ
き、環境問題に取り組んで来ました。

○固定資産税・都市計画税 ２期
○国民健康保険税（普通徴収） １期
○後期高齢者医療保険料（普通徴収） １期
※�市税の納付には、便利で確実な口座振替を
ご利用ください。

納期限：８月１日

７月の納税

問収納課収納 G
☎ 029‐298‐1111

区分 予算現額 収入・支出済額 執行率

収益的
収支

収入 11 億 7,128 万 6 千円 13 億 635 万 5千円 111.5%

支出 11 億 1,579 万 7 千円 10 億 187 万 1千円 89.8%

資本的
収支

収入 12 億 4,439 万 5 千円 8億 3,324 万 2 千円 67.0%

支出 16 億 3,815 万 1千円 11 億 5,027 万 1 千円 70.2%

お詫びと訂正

　広報なか 6月 13 日号（№ 223）5ページに掲載しました「令和３年
度下半期　那珂市の財政事情」の「水道事業会計」の表の一部に誤りが
ありました。お詫びして以下のとおり訂正します。

６月 27 日号15



問健康推進課　☎ 029‐270‐8071

マスク着用の考え方が示されました

新型コロナウイルス感染症関連情報

　マスク着用は従来同様、基本的な感染防止対策として重要
です。一人ひとりの行動が、大切な人と私たちの日常を守る
ことに繋がります。　

屋外では、人との距離（２ｍ以
上を目安）が確保できる場合
や、距離が確保できなくても

会話をほとんど行わない場合は、マスク
を着用する必要はありません。

屋内では、人との距離（２ｍ
以上を目安）が確保できて、
かつ会話をほとんど行わない

場合は、マスクを着用する必要はありま
せん。
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会話を
行う

距離が確保
できる

距離が確保
できない

会話を
ほとんど
行わない

マスク
着用推奨

マスク
必要なし

事
例
①
マスク
必要なし

事
例
②

事例①…�ランニングなど離れて行う運動、鬼
ごっこなど密にならない外遊び

事例②…�徒歩での通勤など、屋外で人とすれ違
うような場合

事例③…通勤電車の中

人との距離（２ｍ以上を目安）が確保できる場合においては、
マスクを着用する必要はありません。また、就学前のお子さ
んについては、マスク着用を一律には求めていません。

高齢のかたと会うときや病院に行くときは、マスクを着用しましょう。
※夏場については、熱中症防止の観点から「屋外でマスクの必要のない場面」では、マスクを外すことを推奨します。

屋外・屋内での
マスク着用について

子どもの
マスク着用について

厚生労働省ホームページ▶

就学児について
（小学生から高校生まで）

マ
ス
ク
が
必
要
の
な
い
場
面

屋外

◦人との距離が確保できる場合
◦�人との距離が確保できなくても、
会話をほとんど行わないような
場合

屋内 ◦�人との距離が確保でき、会話を
ほとんど行わないような場合

未就学児について
（保育所・認定こども園・幼稚園など）

２歳
未満 マスク着用は推奨しません

２歳
以上

他者との距離にかかわらず、マスク
着用を一律には求めていません。
マスクを着用する場合は、保護者や
周りの大人が子どもの体調に十分注
意した上で着用しましょう。

屋外 屋内

事
例
①

マスク
必要なし

会話を
行う

距離が確保
できる

距離が確保
できない

会話を
ほとんど
行わない

マスク
着用推奨

マスク
必要なし

マスク
着用推奨

事
例
③

マスク
着用推奨


